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-ニールアームストロング

RESASで分かったこと①

2020年過ぎから総人口が減って
いき、特に生産年齢人口の減少が
2040年に向けて大きくなっていく。

＜愛知県 人口増減＞

人口減に伴い、空き家、空室が増
えていき、不動産オーナーが厳しい
状況になることが考えられる。



-ニールアームストロング

V-RESASで分かったこと②

2019年同月比で10月～11月を
除けば大きく減少している。

＜愛知県 宿泊者分析＞

宿泊業（ホテル、旅館）は
厳しい状況にあると考えられる

RESASとV-RESASの分析結果から、
空室対策や宿泊業に課題があると考えた



-ニールアームストロング

２７,１０８

何の数字かわかりますか？



平成16年 238,929 ⇒ 令和元年 27,108 15年で88.7％減少。
それでもまだ3万近い猫の命が毎年奪われている

環境省自然環境局 総務課 動物愛護管理室データ

令和元年、殺処分された猫の数



犬・猫の殺処分数比較
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猫の殺処分数は犬の5倍
猫は、どこの街にも野良猫（地域ネコ）
がいる。猫は生後５～６ヶ月で性成熟し、
交尾排卵のため高確率で妊娠し、一度
の出産で4～６頭は産むためネズミ算式
に増加する。

※環境省の統計資料をもとに作成

猫は個体数の多さと譲渡の難易度が
問題となっている。
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-ニールアームストロング

２０２０年に新しく飼われたペットの数

※社団法人ペットフード協会データ

増加
犬

約５８,０００
頭

コロナ前の１９年と比べて、

猫
約６７,０００

頭

新型コロナウイルスによる影響

在宅期間が長くなったことでペットブームが到来



いざ飼ってみると・・・

◇思った以上に手間もお金もかかる
◇臭いや鳴き声が気になる
◇すぐに大きくなって可愛くなくなった
飼ってみてから起こる問題も多い

「飼ってしまえば何とかなるだろう」と事前に調べることもなく、安
易に飼い始める人も。意識調査で「ペットを飼って後悔したこと
はありますか？」の質問に対して「はい」「少しある」と回答した人
は15％というデータがある。

etc



コロナ禍におけるペットブーム

安易な購入によるトラブルも増加

飼う側だけではなく、利益を重視し十分な
説明を行わないまま販売する店側にも問題がある
と考えられる。

新たに出てきた問題



-ニールアームストロング

安易に購入できる環境
・ペットコーナーで陳列生体販売がされている
・子猫、子犬で販売するため可愛さで飼ってしまう人が
多い
・飼う側の環境の審査などなく、簡単に売られてしまう。

飼育放棄や売れ残ったペットなど多
くの命が犠牲となる結果に

日本が抱える課題①



日本の抱える課題②

◆日本の法整備は遅れている
・2019年に法改正。マイクロチップの義務化は公布後
3年以内の施行で、2022年の夏くらいから義務化が始まる
⇒イギリス、ドイツ、オランダではすでに義務化されている

◆日本は一定の条件を満たせば誰でもブリーダーになれる
・ブリーダーは数を多く販売するために買い手の予定もないのに
大量繁殖に取り組む可能性がある
⇒動物愛護が進んだ国ではブリーダーは免許制
⇒基本的には予約制の販売で、無理な繁殖を行わない



-ニールアームストロング

ドイツでは「ティアハイム（Tierheim）」という各地で運営されている施
設で、何らかの事情で手放されたペットや飼い主のいない動物が保護さ
れている。保護された動物のほとんどが新しい飼い主に引き取られ、その
割合は9割を超える。
動物の譲渡条件は厳しく、里親希望者は、散歩やトライアル、ティアハイ
ムのスタッフによるカウンセリングなどを経て、新しい飼い主としてふさわしい
ことを認められた上で、譲り受けることができる

殺処分ゼロの世界を実現

海外（ペット先進国ドイツ）の事例

フランスも2024年～犬猫のペットショップでの販売が禁止に



※Rakuten Insight, Inc.2021

保護施設・動物愛護センターからの譲渡は犬で6％、猫
で約18％とまだまだマイナーな選択肢

日本におけるペットの入手方法
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①
【しつけ】
保護団体に
よる教育が
されている

②
【健康管理】保
護団体に
よりチェック
済み

③
【ステータス】
保護犬猫を
飼うことで
信頼度アップ

保護団体から入手するメリット

保護された犬猫は、トイレトレーニングや散歩、歯磨きなどの練習をする。多くの愛
護団体は、二度と放棄されないように、人との関係性が築ける状態になってから譲
渡している。ペットショップはしつけされてない状態なので、保護動物のほうが圧倒的
に飼いやすい。欧米では、保護犬を飼うことがステータスとされている。

保護猫の良さを広めていきたい



「猫と暮らしたい」「保護猫を助けたい」。保護猫カフェや里親探しの
団体が増え、ペットショップ以外で猫たちと出会える場所や機会は
近年増えてきた。

解決したい課題

・肝心の「猫を飼える」場所が少ない
・飼ってみないと分からないことも多い
・トライアルにも準備とお金がかかる

一緒に宿泊体験でハードルを乗り越えられるのでは

譲渡の条件が厳しく、クリアできない人が多くいる

保護猫を飼いたくても・・・



ペットに関する調査＆ヒアリング

これらの背景から

RESASで発見した地域の課題と
保護猫の問題を解決するアイデア

★空室対策の効果的な手段として、近年、ペット可物件が注目されている。
★動物が好きで好意的な感情を持っているにも関わらずペットを飼っていないと答
えた人のうち、25.2％の人が住環境による制約があることを挙げている。
★保護猫のボランティアをした際、トライアルまで至らない理由に「色々と用意した
にも関わらず、相性が合わずに飼わなくなる可能性がある」といった回答が多く
あった。
★「犬・猫同伴で空の旅」スターフライヤーが今年１０月に検証フライトを行う等
ペットは家族同然の存在として旅行業界を中心に各企業が注目し始めている。

＝ 空室や宿泊施設の
活用がポイント



◇新型コロナウイルスの影響で宿泊が減ったホテルや旅館の
稼働率をアップ &空き家等の空室対策へ

◇デモ・トライアルを実施することでミスマッチが減り保護
団体の負担も減らすことができる

◇保護猫を飼いたい人は宿泊体験で猫との相性や習性、
必要なものが大きな負担をかけることなく分かる

◇PRは学生を中心に動画や画像をアップしてもらうことで
保護猫の良さを広めてもらう

解決のために考えたアイデア

空き部屋×保護猫のデモ・トライアルの場の提供
＋学生の拡散力=新たなビジネスアイデア



Business model
・新型コロナウイルスの影響で宿泊が減ったホテルや旅館、空室対策に困っているマンションの空室や空き家を有効
活用してデモ・トライアル体験の場やペットと住む場所にすることで稼働率をアップ。デモ・トライアルの宿泊費は1回
1万円想定。（うち半分を宿泊施設側に還元）
・ビジネスプランに賛同する企業や自治体は価値向上およびPRによる認知向上ができる 協賛金は月5万円～。
・保護猫を飼う人は厳しいハードルを乗り越えることで社会的な信頼を獲得できる。
・保護猫専門メディアの立上げ 高校生を中心とした学生による動画投稿で保護猫活動の啓蒙を行う。
・学生は動画のアップや保護活動をすることでポイントを獲得。ポイントを協賛企業商品などに換算できる



0年目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

宿泊利用場所① 5 10 20 30 50

利用頻度（1か所あたり月）② 4 4 ５ ５ ６

年間稼働①×②×12 ③ 240 480 1,200 1,800 3,600

売上（単位：千円） 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

利用料 ③×1万円 2,400 4,800 12,000 18,000 36,000

協賛収入（一口5万円） 500 １,000 ２,000 ３,000 ５,000

売上計 2,900 4,900 14,000 21,000 41,000

費用（単位：千円） ０年目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

アプリ開発費用、管理費用 1,000 100 100 100 100 1,000

宿泊利用料③×5千円 1,200 2,400 ６,000 ９,000 18,000

諸経費（エサ代含む） 500 900 2,000 3,000 5,000

広告費／販促費 100 1,000 2,000 3,000

人件費 500 1,000 2,000 3,000 10,000

費用計 １，０００ ２，３００ ４，４００ １１，１００ １７，１００ ３７，０００

収支 -１，０００ ６００ ４００ ２，９００ ３，９００ ４，０００

収支（累計） -４００ ０ ２，９００ ６，８００ １０，８００

（単位：千円／税込）収支試算（税込み）



最後に～自身の体験から

私は今年の夏から保護猫活動のボランティアをはじめた。そこで保護猫の置かれてい
る環境、譲渡の難しさを目の当たりにした。新型コロナウイルスの影響でペットが
ブームになっている一方で飼育放棄も増えているという。私はこのビジネスプランを
通じて、保護猫の良さをアピールするとともに、責任を持って飼育できる人がペット
を飼い始めることができる環境、飼育者に責任を持ってペットを飼育してもらう環境
を作りたい。そして、一つでも多くの命を救い殺処分ゼロの世界を実現したい。


